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1.はじめに 

近年，新設コンクリート構造物の高耐久化が，ます

ます強く求められている。耐久性のあるコンクリー

ト構造物を構築するためには，表層部のコンクリー

トが緻密で高い物質移動抵抗性を有することが求め

られる。そこで，従来のプロセス検査のみならず，硬

化後のコンクリート構造物の表層品質を直接的に評

価するための研究が精力的に進められている 1)。表層

透気試験(トレント法)2)のようにスイス標準規格 SIA 

262/1:2013 に採用された手法のほか，西尾らによって

提案された散水試験 3)のような簡易手法の開発も進

められている。それぞれに長所や短所があるため，実

務での本格的な活用には，特徴の理解や手法間の相

関分析が必要と考えられる。特に，セメント種による

影響の把握は，これまでに研究が多くない。 

そこで本研究では，セメント種の違いが各表層品

質評価手法に与える影響に着目し，複数の試験手法

による測定値の比較を行うことで，表層品質評価手

法の分析を行うことを目的とした。 

 

2.実験概要 

2.1試験体概要 

 本研究では，700mm×700mm×200mm の壁状試験体

を作製した。セメント種は 2 種類とし，高炉セメン

ト B 種を用いた試験体(以下，BB-Wall)を 3 体と普通

ポルトランドセメントを用いた試験体(以下，NC-

Wall)を 4 体とした。いずれにおいても，W/C は 50%，

単位水量は 170kg/m3で共通とした。 

2.2養生条件 

 BB-Wall では，材齢 1，7，28 日において，NC-Wall

では，材齢 1，5，30，56 日で脱型後，両者とも室内

において，気中暴露とした。 

2.3各試験方法 

 材齢 120 日程度で，表層透気試験，散水試験，採

取コアを用いた吸水試験を順次行った。散水による

表面含水率の上昇が表層透気試験に与える影響を考

慮し，いずれの測定箇所においても先に表層透気試

験を実施した。また，表面含水率を電気インピーダン

ス法によって測定した。 

(1)表層透気試験 2) 

 SIA 262/1:2013 に基づき実施した。各試験体におい

て約 10 点の測定を行い，対数平均値を求めた。 

(2)散水試験 3) 

 60 秒ごとに同一箇所に手動スプレーを用いて散水

を行い，水が流下するまでの回数を測定した。各試験

体において約 10 箇所で測定を行い，平均散水回数を

求めた。 

(3)コアを用いた吸水試験 

 ASTM C 1585-13 を参考として行った。直径 100mm

長さ 50mm のコアを湿式で採取し，温度 50℃，相対

湿度 80%の環境試験槽内にて 3 日間乾燥させた後，

密封容器に 15 日間入れて含水状態を均一にし，吸水

試験を開始した。吸水開始後 6 時間までの初期吸水

速度係数を用いて，比較を行った。1 つの試験体につ

き 6 本のコアを採取し，初期吸水速度係数の平均値

を求めた。 

 

3.実験結果 

3.1各試験の結果 

 測定結果を図－1 に示す。表面含水率は，BB-Wall

では，1 日脱型:3.6%，7 日脱型:4.3%，28 日脱型:4.3%，

NC-Wall では，1 日脱型:4.3%，5 日脱型:4.7%，28 日

脱型:4.6%，56 日脱型:4.8%であった。 

散水試験では，BB-Wall における脱型 1 日という
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早期脱型の影響を散水回数の差として明確に検出で

きたが，NC-Wall については，養生による差がみられ

なかった。NC-Wall では，いずれの養生条件において

も散水回数が 5 回未満と少なく，わずかな差を検出

できていないことも原因として挙げられる。散水量

や散水時間間隔を調整することによって，吸水性が

小さいコンクリートの品質差の検出精度を高めるこ

ともできると考えられる。 

表層透気試験では，BB-Wall，NC-Wall の両試験体

において，養生期間が長いほど表層透気係数が小さ

く，また，同一養生条件で BB と NC を比較した場合

には NC の方が表層透気係数は小さくなることが示

された。表層透気試験では，本実験におけるセメント

種や養生の違いが検出された。 

吸水試験による初期吸水速度係数では，BB-Wall に

おいて，養生期間が長くなるほど吸水速度係数が小

さくなり，養生条件の差が明確に表れた。一方，NC-

Wall の初期吸水速度係数では，養生条件間の差がみ

られなかった。 

3.2各試験結果の関係性 

図－2 に，散水回数と表層透気係数の関係を示す。

近似曲線の決定係数は 0.77 程度であり，高い相関性

を示した。なお，表層透気係数が 1.0×10-16m2以下で

は散水回数がほぼ一定の値を示した。 

図－3 に，初期吸水速度係数と表層透気係数の関係

を示す。近似曲線の決定係数は 0.81 程度であり，こ

ちらも高い相関性を示した。また，同様に，表層透気

係数が 1.0×10-16m2以下では，散水回数や初期吸水速

度係数がほぼ一定の値を示した。 

なお，いずれにおいてもセメント種によらずに同

じ曲線で近似できたが，データの範囲が異なるため，

今後，データの蓄積を進めていきたい。 

図－1 試験結果 

図－2 散水回数と表層透気係数の関係 

 

図－3 初期吸水速度係数と表層透気係数の関係 

 

4.まとめ 

 セメント種や養生期間によって変化する表層品質

を複数の手法によって測定し，影響を明らかにした。

今回の範囲では，セメント種によらず，各試験の測定

値間に相関があることが確認された。 
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